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第４章 ニーズ調査結果と計画策定に向けた課題 
 

 

第二期計画（令和 2～6年度）を策定するに当たり，子育て支援に関する事業の利用状況や今後の利

用希望などを把握するため，ニーズ調査を実施しました。 

なお，ニーズ調査の実施に際し，国が示す必須の調査項目の他に大竹市独自の調査項目を加えて，大

竹市の子育て家庭の意向をより把握できるように工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．調査概要 

 

調査対象 就学前児童がいる世帯 小学生児童がいる世帯 

抽出方法 平成 31年 1月 28日時点の住民基本台帳から抽出 

配布数 800 800 

有効回収数 431 402 

回収率 53.9％ 50.3％ 

配布方法 郵送による配布・回収 

調査期間 平成 31年 2月 

 

※次ページ以降のグラフについて，【ＭＡ】と記載のあるものは複数回答が可能な設問を表します。   

●ニーズ調査を実施する趣旨 
子ども・子育て支援法において，各市町村の人口構造などの地域特性，教育・保育及び地域子

ども・子育て支援事業などの利用状況や利用希望などを踏まえて計画を作成する必要があると定

められています。 
また，計画の作成にあたり，現在の利用状況や今後の利用意向を把握するため，ニーズ調査を

実施し，そこで得られたデータから教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業などの量の見込

みを推計し，具体的な目標設定を行うことが義務づけられています。 
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２．結果概要 

（１）母親・父親の現在の就労状況（就学前児童・小学生児童） 

就学前児童がいる母親では“就労している”（フルタイムとパート・アルバイトの合計）が 57.9％，

小学生児童がいる母親では 78.8％となっています。父親では就学前児童のいる世帯・小学生児童

のいる世帯に関係なく，無回答を除くほとんどが「フルタイムで就労」となっています。 

 

《母親・父親の現在の就労状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“就労している”世帯の就労日数をみると，就学前児童・小学生児童を問わず，母親・父親ともに

「週 5日」の割合が最も高くなっています。 

 

《“就労している”母親・父親の就労日数》 

 

 

   

0.4%

0.6%

2.8%

2.5%

10.4%

8.8%

1.5%

0.6%

17.2%

16.4%

0.8%

1.2%

60.4%

57.7%

63.2%

63.1%

7.6%

13.2%

32.6%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親（就学前）

（ｎ=250）

母親（小学生）

（ｎ=317）

父親（就学前）

（ｎ=389）

父親（小学生）

（ｎ=339）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

18.8%

32.8%

89.8%

82.6%

9.0%

1.2%

0.2%

0.5%

28.5%

42.8%

0.2%

1.2%

1.6%

2.0%

39.4%

16.4%

1.6%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親（就学前）

（ｎ=431）

母親（小学生）

（ｎ=402）

父親（就学前）

（ｎ=431）

父親（小学生）

（ｎ=402）

フルタイムで就労

フルタイムで就労（産休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで就労

パート・アルバイトなどで就労（産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが，現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答
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“就労している”世帯の就労時間をみると，就学前児童・小学生児童を問わず，母親・父親ともに

「8～9時間」の割合が最も高くなっています。 

 

 

《“就労している”母親・父親の就労時間（就学前児童）》 

 

 

 

 

《“就労している”母親・父親の就労時間（小学生児童）》 
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64.8%

2.1%

3.1%

27.9%

8.4%

0.3%

0.0%

1.7%

64.0%

7.7%

35.3%

42.5%

25.5%

1.2%

1.9%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

認可保育所

事業所内保育施設

認定こども園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

その他の認可外保育施設

ベビーシッター

その他

「現在利用」 （ｎ＝287） 「無償化になったら利用」 （ｎ＝431）

（２）平日の「定期的な教育・保育事業」※の現在の利用と今後の利用意向（就学前児童） 

平日の「定期的な教育・保育事業」について現在の利用状況をみると，「認可保育所」が最も多

く，次いで「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」「認定こども園」となっています。 

また，「幼児教育・保育の無償化」（令和元年 10 月開始）が行われた場合の今後の利用意向を

みると，「認可保育所」の利用希望はほとんど変わりませんが，「認定こども園」・「幼稚園」・「幼稚

園の預かり保育」の利用希望が大きく増加しています。 

 

 

《平日の「定期的な教育・保育事業」の現在の利用と今後の利用意向【ＭＡ】》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「定期的な教育・保育事業」とは，月単位で定期的に利用している教育・保育事業を指します。具体的には， 
保育所（園），幼稚園，認定こども園などの事業のことです。  



35 

（３）小学校就学後の放課後の過ごし方（就学前児童） 

調査時点で 5 歳児を持つ保護者に対し，放課後，小学校低学年のうちはどこで過ごさせたいかを

尋ねたところ，「放課後児童クラブ（学童保育）」が 52.2％と最も高く，次いで，「自宅」（46.4％），

「習い事」（30.4％）の順となっています。小学校高学年になると，「自宅」が 65.2％と最も高く，

次いで，「習い事」（46.4％），「放課後児童クラブ（学童保育）」（20.3％）の順となっています。 

 

 

《小学校低学年のうちはどこで過ごさせたいか【ＭＡ】》 

 

 

 

《小学校高学年になったらどこで過ごさせたいか【ＭＡ】》 

   

52.2%

46.4%

30.4%

11.6%

11.6%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

放課後児童クラブ（学童保育）

自宅

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

その他（公民館、公園など）
全体（ｎ＝69）

65.2%

46.4%

20.3%

15.9%

15.9%

14.5%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

祖父母宅や友人・知人宅

その他（公民館・公園など）

放課後子ども教室

学校でのクラブ活動

全体（ｎ＝69）
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（４）放課後の過ごし方（小学生児童） 

現在，小学生のお子さんが放課後，どこで過ごしているかを尋ねたところ，「自宅」が 70.1％と

最も高く，次いで，「習い事」（48.3％），「放課後児童クラブ（学童保育）」（26.6％）の順となって

います。 

また，今後，放課後をどこで過ごさせたいかを尋ねたところ，「自宅」が 68.7％と最も高く，次

いで，「習い事」（52.7％），「放課後児童クラブ（学童保育）」（21.4％）の順となっています。 

 

 

《現在，放課後をどのような場所で過ごしているか。【ＭＡ】》 

 

 

 

《今後，放課後をどのような場所で過ごさせたいか。【ＭＡ】》 

 

   

70.1%

48.3%

26.6%

13.2%

11.4%

5.5%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

祖父母宅や友人・知人宅

その他（公民館，公園など）

放課後子ども教室

学校でのクラブ活動

全体（ｎ＝402）

68.7%

52.7%

21.4%

11.7%

11.4%

9.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

その他（公民館，公園など）

祖父母宅や友人・知人宅

学校でのクラブ活動

放課後子ども教室

全体（ｎ＝402）
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（５）長期休暇期間中の「放課後児童クラブ」の利用希望（小学生児童） 

夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望を尋ねたところ，「低学年の

間は利用したい」と「高学年になっても利用したい」を合わせた“利用したい”の割合は全体で 38.5％

となっています。 

学年別にみると，小学 1年生では“利用したい”の割合が 68.3％となっており，低学年ほど“利

用したい”の割合は高くなっています。 

 

 

《夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の「放課後児童クラブ」の利用希望》 

 

 

   

16.9%

43.9%

30.1%

8.3%

21.6%

24.4%

30.1%

33.3%

13.8%

10.9%

6.7%

51.5%

24.4%

32.5%

47.2%

83.1%

65.5%

80.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（ｎ=402）

小学１年生（ｎ=82）

小学２年生（ｎ=83）

小学３年生（ｎ=72）

小学４年生（ｎ=65）

小学５年生（ｎ=55）

小学６年生（ｎ=45）

低学年の間は利用したい 高学年になっても利用したい

利用希望はない 無回答
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26.2%

35.3%

14.6%

14.4%

24.8%

19.7%

2.3%

3.9%

22.7%

1.4%

22.3%

17.4%

15.9%

26.6%

9.2%

28.9%

10.0%

3.2%

3.2%

22.9%

3.7%

25.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

子どもの病気や障害，発育や発達

子どもの食事や栄養

子どもの友人関係，登園・登校に関する

こと

子育ての方法や子どもへの接し方が分

からない

子どもと接する時間や余裕が十分に持

てない

仕事や自分のやりたいことができない

家族や親族などの理解・協力が得られな

い

自分の子育てに対して周囲の目が気に

なる

子育ての出費など経済的な負担が大き

い

その他

特にない

「就学前」 （ｎ＝431） 「小学生」 （ｎ＝402）

１．子どもの病気や障害，発育や発達

２．子どもの食事や栄養

３．子どもの友人関係，登園・登校に

関すること

４．子育ての方法や子どもへの接し方

が分からない

５．子どもと接する時間や余裕が十分

に持てない

６．仕事や自分のやりたいことができ

ない

７．家族や親族などの理解・協力が得

られない

８．自分の子育てに対して周囲の目が

気になる

９．子育ての出費など経済的な負担が

大きい

10．その他

11．特にない

（６）子育てについて，日頃悩んでいることや気になること（就学前児童・小学生児童） 

就学前児童のいる世帯では，小学生児童のいる世帯と比べて「子どもの食事や栄養」，「子ども

の病気や障害，発育や発達」，「仕事や自分のやりたいことができない」，「子育ての方法や子ども

への接し方が分からない」の割合が高くなっています。小学生児童のいる世帯では，就学前児童

のいる世帯と比べて「子どもの友人関係，登園・登校」の割合が高くなっています。また，「子ど

もと接する時間や余裕が十分に持てない」，「子育ての出費など経済的な負担が大きい」は，就学

前児童のいる世帯・小学生児童のいる世帯ともに高い割合となっています。 

 

 

《子育てについて，日頃悩んでいることや気になること【ＭＡ】》 
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（７）子育ての悩みなどの相談先（就学前児童・小学生児童） 

就学前児童のいる世帯・小学生児童のいる世帯ともに，「市役所」，「子育て支援施設」，「学校・

保育所（園）・幼稚園・認定こども園」の割合が高くなっています。そのほかの相談先（人）につ

いては，「相談したことがある」の割合がかなり低くなっています。 

 

 

《子育ての悩みなどの相談先【ＭＡ】（就学前児童）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

28.3%

26.5%

1.2%

40.6%

8.6%

0.9%

2.3%

5.3%

5.1%

2.8%

5.8%

3.7%

1.9%

3.0%

4.2%

3.5%

1.6%

0.9%

2.1%

1.4%

1.6%

3.2%

3.2%

14.2%

3.5%

6.0%

12.5%

8.4%

52.7%

55.5%

70.3%

41.5%

69.8%

72.9%

74.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所（ｎ=431）

子育て支援施設（ｎ=431）

大竹市こども相談室（ｎ=431）

学校・保育所（園）・幼稚園・認定こども園（ｎ=431）

民生委員・児童委員（ｎ=431）

西部こども家庭センター（ｎ=431）

国や県の相談窓口（ｎ=431）

相談したことがある 相談したいと思ったが抵抗感がある

相談場所などが利用しづらい 相談窓口や方法が分からない

相談したいと思ったことがない 無回答
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《子育ての悩みなどの相談先【ＭＡ】（小学生児童）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.4%

17.4%

4.0%

48.5%

3.5%

2.0%

2.0%

6.2%

4.2%

5.2%

5.0%

3.5%

2.2%

3.0%

3.7%

2.7%

2.0%

0.7%

2.0%

1.7%

1.7%

3.7%

2.5%

9.0%

0.7%

5.0%

6.5%

3.5%

60.4%

62.4%

68.2%

37.1%

74.4%

75.9%

77.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所（ｎ=402）

子育て支援施設（ｎ=402）

大竹市こども相談室（ｎ=402）

学校・保育所（園）・幼稚園・認定こども園（ｎ=402）

民生委員・児童委員（ｎ=402）

西部こども家庭センター（ｎ=402）

国や県の相談窓口（ｎ=402）

相談したことがある 相談したいと思ったが抵抗感がある

相談場所などが利用しづらい 相談窓口や方法が分からない

相談したいと思ったことがない 無回答
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66.6%

23.4%

16.7%

28.8%

30.2%

8.6%

32.0%

32.7%

8.6%

58.0%

10.0%

14.6%

1.4%

2.6%

59.7%

19.4%

10.4%

7.0%

8.0%

5.5%

28.4%

26.1%

10.4%

53.0%

11.9%

7.2%

4.2%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公園や児童館などの遊び場の充実

子育てに関する講座やイベントの充実

子育ての相談や情報入手ができる場の

充実

希望の幼稚園や保育所（園）などに入れ

るようにしてほしい

幼稚園や保育所（園）などでの幼児教育

の充実

幼稚園や保育所（園）などと小学校の交

流や連携の充実

保護者が不在の時に子どもが過ごせる

場所の充実

ファミリー・サポート・センターなどの子ど

もを預けられる仕組み

障害などを持つ子どもや家庭への支援

の充実

子育て世帯への経済的支援の充実

子ども食堂を作ってほしい

ネウボラを導入してほしい

その他

特にない

就学前（ｎ＝431） 「小学生」 （ｎ＝402）

１．公園や児童館などの遊び場の充実

２．子育てに関する講座やイベントの充実

３．子育ての相談や情報入手ができる

場の充実

４．希望の幼稚園や保育所（園）などに

入れるようにしてほしい

５．幼稚園や保育所（園）などでの幼児

教育の充実

６．幼稚園や保育所（園）などと小学校

の交流や連携の充実

７．保護者が不在の時に子どもが過ご

せる場所の充実

８．ファミリー・サポート・センターなどの

子どもを預けられる仕組み

９．障害などを持つ子どもや家庭への

支援の充実

10．子育て世帯への経済的支援の充実

11．子ども食堂を作ってほしい

12．ネウボラ（※）を導入してほしい

13．その他

14．特にない

（８）どのような子育て支援を充実してほしいか（就学前児童・小学生児童） 

就学前児童のいる世帯・小学生児童のいる世帯ともに，「公園や児童館などの遊び場の充実」，

「子育て世帯への経済的支援の充実」の割合が高くなっています。また，就学前児童のいる世帯

では小学生児童のいる世帯と比べて，「希望の幼稚園や保育所（園）などに入れるようにしてほし

い」，「幼稚園や保育所（園）などでの幼児教育の充実」の割合が高くなっています。 

 

 

《どのような子育て支援を充実してほしいか。【ＭＡ】》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(※)ネウボラ … フィンランドを発祥とする，妊娠期から就学前の子どものいる全ての家庭に対し，母子保健や子

育て支援の専門職員による切れ目のない支援を行う仕組みのことです。母子保健法上の正式名称

は「子育て世代包括支援センター」といいます。 
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（９）大竹市の子育て支援や生活環境に関する設問（就学前児童・小学生児童） 

大竹市の子育て支援や生活環境についてどのように感じているかを尋ねたところ，就学前児童の

いる世帯・小学生児童のいる世帯ともに，「地域や周りの人たちが子育て世帯にやさしい」は「はい」

が 4 割以上と高くなっている一方で，「公園や道路，公共施設などが，子育て世帯に配慮されてい

る」・「子ども同士や親子で遊んだり過ごす場所が充実している」は，就学前児童のいる世帯・小学生

児童のいる世帯ともに，「はい」より「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

《大竹市の子育て支援や生活環境をどう感じているか（就学前児童）》 

 

   

36.2%

39.7%

16.9%

21.8%

47.6%

29.7%

17.2%

15.1%

11.8%

34.3%

12.8%

30.6%

45.9%

44.5%

69.8%

42.9%

38.7%

38.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア.子どもが居ても安心して働ける。（ｎ=431）

イ.子どもが安全に健やかに成長できる環境

がある。（ｎ=431）

ウ.障害など配慮の必要な子どもを安心して

育てられる。（ｎ=431）

エ.公園や道路、公共施設、店舗などが、子

育て世帯に配慮されている。（ｎ=431）

オ.地域や周りの人たちが子育て世帯にやさ

しい。（ｎ=431）

カ.子ども同士や親子で遊んだり過ごす場所

が充実している。（ｎ=431）

はい いいえ どちらでもない 無回答

（ア）子どもがいても安心して働けると感じ

ているか。

（ｎ＝431）

（イ）子どもが安全に健やかに成長できる

環境にあると感じるか。

（ウ）障害など配慮の必要な子どもを安心

して育てられる環境と感じるか。

（エ）公園や道路，公共施設などが，子育

て世帯に配慮されていると感じるか。

（カ）子ども同士や親子で遊んだり過ごす

場所が充実していると思うか。

（オ）地域や周りの人たちが子育て世帯に

やさしいと感じるか。
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《大竹市の子育て支援や生活環境をどう感じているか（小学生児童）》 

 

 

   

35.8%

37.3%

16.4%

15.2%

40.3%

16.4%

14.9%

12.7%

13.2%

33.3%

14.4%

34.3%

47.3%

48.0%

67.4%

49.3%

43.3%

47.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア.子どもが居ても安心して働ける。（ｎ=402）

イ.子どもが安全に健やかに成長できる環境

がある。（ｎ=402）

ウ.障害など配慮の必要な子どもを安心して

育てられる。（ｎ=402）

エ.公園や道路、公共施設、店舗などが、子

育て世帯に配慮されている。（ｎ=402）

オ.地域や周りの人たちが子育て世帯にやさ

しい。（ｎ=402）

カ.子ども同士や親子で遊んだり過ごす場所

が充実している。（ｎ=402）

はい いいえ どちらでもない 無回答

（ア）子どもがいても安心して働けると感じ

ているか。

（ｎ＝402）

（イ）子どもが安全に健やかに成長できる

環境にあると感じるか。

（ウ）障害など配慮の必要な子どもを安心

して育てられる環境と感じるか。

（エ）公園や道路，公共施設などが，子育

て世帯に配慮されていると感じるか。

（カ）子ども同士や親子で遊んだり過ごす

場所が充実していると思うか。

（オ）地域や周りの人たちが子育て世帯に

やさしいと感じるか。
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３．ニーズ調査結果からみられる傾向と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て世帯の多様なニーズへの対応が求められます。 

現状分析（第２章）における女性の就業率の上昇やＭ字カーブを描いていることも踏まえ，

就学前児童に対しては，教育・保育施設の整備や一時預かり事業の充実など，小学生児童に対

しては，放課後児童クラブの充実などにより，子育て中の親が安心して勤務できる環境づくり

が必要です。 

また，幼児教育・保育の無償化（※令和元年 10月から実施済み）に伴い，幼稚園・認定こ

ども園など，就労状況に関わらず子どもを預けることができる施設の利用意向が高くなってい

ることを踏まえ，教育・保育に対する多様なニーズへの対応が求められます。 

 母親・父親の就労状況について  
就学前児童の母親の就業率は６割弱，小学生児童の母親の就業率が８割弱となっています。ま

た，勤務日数や勤務時間の状況から父親が長時間労働の状況にあることが見受けられます。 

  就学前児童の「定期的な教育・保育事業」の利用について  
大竹市内には保育所（園）が６か所（公立４，私立２），認定こども園が 1か所（私立１），幼

稚園が１か所（私立１）ありますが，幼児教育・保育の無償化が実施された場合の今後の利用意

向において，幼稚園の預かり保育や認定こども園の利用希望が大きく増加しています。   小学生の放課後の過ごし方について  
小学生児童がいる世帯の現状をみると，「自宅」の割合が最も高く，次いで，「習い事」，「放課

後児童クラブ（学童保育）」の順となっています。一方，就学前児童がいる世帯の今後の意向をみ

ると，低学年の間は「放課後児童クラブ（学童保育）」の割合が最も高くなっています。   長期休暇期間中の「放課後児童クラブ」の利用希望について  
小学生児童がいる世帯の希望をみると，低学年ほど「利用したい」の割合が高く，小学１年生

では６割を超えています。 
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子どもの育ちを支えるための子育て支援の体制づくりが求められています。 

親子の交流の機会の提供や，乳幼児期からの子育て方法や子どもへの接し方への支援・指

導・啓発など，子どもの健やかな成長を守るため，子にゆとりと愛情を持って接することがで

きるような関わり方が求められています。そのためには，様々な環境や状態にある子どもとそ

の保護者，妊婦などに対する切れ目のない相談・支援体制を確立する必要があります。 

 また，行政だけでなく，学校や地域，関係機関・団体，企業などが連携・協力し，市全体で

子どもと子育て家庭を見守り，関わり，支援していくための環境づくりが重要です。 

子育て世帯が地域の中で安心して生活できる環境づくりが求められています。 

子育て家庭のニーズを踏まえて，親と子，親同士・子同士が遊びを通じて交流できる場の

整備や，子育て世帯を支えるための経済的支援，教育・保育の量と質の確保など，総合的な

子育て支援の充実を図っていく必要があります。 

 また，子どもと子育て家庭への配慮が行き届いた安全・安心な環境づくりを進めることに

より，「大竹市で子育てをしてよかった」と思えるまちづくりを行っていくことが重要です。 

 子育てについて，日頃悩んでいることや気になること  
就学前児童のいる世帯では小学生児童のいる世帯と比べて，「子どもの食事や栄養」，「子ども

の病気や障害，発育や発達」，「仕事や自分のやりたいことができない」，「子育ての方法や子ども

への接し方が分からない」の割合が高くなっています。 

小学生児童のいる世帯では就学前児童のいる世帯と比べて，「子どもの友人関係，登園・登校」

の割合が高くなっています。 

また，就学前児童のいる世帯・小学生児童のいる世帯ともに，「子どもと接する時間や余裕が

十分に持てない」の割合が高くなっています。  どのような子育て支援を充実してほしいか  
就学前児童・小学生児童ともに，「公園や児童館などの遊び場の充実」，「子育て世帯への経済

的支援の充実」の割合が高くなっています。また，就学前児童では小学生児童と比べて，「希望

の幼稚園や保育所（園）などに入れるようにしてほしい」，「幼稚園や保育所（園）などでの幼児

教育の充実」の割合が高くなっています。   大竹市に求められる子育て支援や生活環境の改善の視点  
「公園や道路，公共施設などが，子育て世帯に配慮されている」・「子ども同士や親子で遊んだ

り過ごす場所が充実している」について，「はい」より「いいえ」の割合が高くなっています。 


